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招請講演 

 

がん登録今昔物語 

 

三重大学医学部附属病院長顧問 田島和雄 

 

 日本の地域がん登録が国際的先駆けとして宮城県で始まったのは 1959 年のことである。

すでに 55 年もの長い歴史を持っているが、日本全体の地域がん登録を国際的に比較すると

登録精度は決して高くなく、むしろ開発途上国並みに低いのが現状である。現時点で国際的

に通用するような登録精度を有する府県市の自治体は十指にも満たない。私は愛知県の人口

100万人以上を有する中央地域に絞って罹患率を算出し、国際的情報として愛知県がん罹患

率を報告してきた。 

 私が愛知県の地域がん登録に本格的に関わり始めたのは 1990 年で、日本の死亡原因のト

ップをがんが占めるようになった 1981 年から十年を経てからのことである。当時は愛知県

の地域がん登録の新システムを構築した時代でもあり、新システムでは県がんセンター研究

所の疫学部にがん登録の中央登録室を設立し、県下の保健所が管轄下の医療機関からがん症

例の登録票を収集し、それらの資料を県がんセンターの中央登録室に送るという、県がんセ

ンターが総合的がん情報管理の中枢としての役割を担うようになったころである。 

本来ならば個人情報を扱う地域がん登録は法制度の下に運営されるべきであり、そのシステ

ム作りは近代法治国家としての責務と考え、それが実現しない現状に憤懣やるかたない思い

を抱きながら、そのブレークスル―にせまるための道として本事業を展開してきたのである。

しかし、私は 2006 年に道半ばで本事業から身を引き、それを後進にゆだねることになった

が、そのころには国のがん対策推進基本計画も追い風となり、がん登録の精度は著しく向上

していった。 

 一方、昨年から私たちの長年の夢でもあった地域がん登録の切り札とも言える法制化が具

体的に動き出したのである。昨年１２月６日には議員立法として提出された「がん登録推進

法」が衆議院会議で可決されたのである。本法律が実施されるのは来年度になるが、日本の

がん登録が法律のもとで実施されるようになれば、欧米の高いがん登録精度を凌ぐ、世界一

の日本国がん登録に成長していくことは時間の問題である。 

 私が理事を務めている国際対がん連合の世界がん会議が、1966 年に吉田富三博士の会頭

のもとで東京にて盛大に開催された。当時としては皇太子殿下夫妻も臨席され、ノーベル賞
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受賞学者も招待されるなど、4000 人を超える異例に大規模な国際的学術会議であった。さ

らに、その会議の場で国際地域がん登録（現在は国際がん研究機関が中心）を推進していく

ことも確約されたと聞いている。日本のがん登録は原爆被爆者の追跡調査のために広島市と

長崎市で実施されていたが、1960 年代になって宮城県以外でも大阪府や愛知県で開始され

た。そして、宮城県の瀬木光雄博士（当時は東北大学教授）は世界のがん統計を国際的に比

較するため、年齢分布の差を標準化できるように世界人口を作られた。また、大阪府の藤本

伊三郎博士をはじめ、日本の各地で地域がん登録を推進して来られた先駆者たちは厚生省

（現厚労省）の研究費による研究班を基盤に地域がん登録の精度向上、および地域がん登録

担当者の育成に努めてこられた。彼らの不屈の努力のもとに現在の日本がん登録全国協議会

は存在している。 

 がん登録はがん対策の羅針盤、がん登録なくしてがん対策はあり得ないと考えている。本

講演では、私の知る限りにおいて国内外の地域がん登録のおいたち、およびその発展に関わ

る出来事を経時的に紹介してみたい。 

 

 

講演スライド 
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